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主L血塗

本研究ではキシメジおよび冬虫夏草の機能性物質の探索を行った。

1) キシメジ (Tricholomaflavovirens)由来の植物成長調節化合物の探索

キシメジ子実体のエタノール抽出液を減圧濃縮後， 1-夜帽液分配により， n-ヘキサン

可溶部，酢酸エチノレ可溶部， n-ブ、タノール可溶部に分画した。そのうち， n-ヘキサン

可溶部と酢酸エチノレ可溶部の分画を行い， n-ヘキサン可溶部から化合物 1と 2，酢

酸エチル可溶音11から化合物 3と 4の単離に成功した。各種機器分析により， 1を

5，7 -methoxy-2，4-dimethylindoleと決定し，これはす「規化合物であった。 2から 4はそ

れぞれ 5・methoxy-2，4-dimethylindole，7-acetamidophthalideおよび 4-m巴thoxymethyl-

3-[(2・me血yl-4・indolyl)・methyl]-2-me血ylindoleと同定した。 1から 3はレタスに対する

成長調節活性試験に供した。その結果， 1と 2は Iμmoν'paperでレタスの脹軸の

イ111長を有意にl阻害した一方，レタスの根の伸長を有意に促進した。 3は 100

mnol/paperでレタスの根および腔軸の伸長を有意にIS阻害した

2) 冬虫夏草 (Corψcepsmililaris) 由来の機能性化合物の探索

カイコ (Bombyxmori)の焔にC.militarisを人工的に感染させ子実体を発生させ，

キノコ告15とカイコ部に分けた。それぞれのエタノール，アセトン抽出液を減圧乾固

した後，回ー液分配によって， n-~キサン可溶部，酢酸エチル可溶音11およびメタノー

ル可溶音15に分画した。 11ーヘキサン可溶部から化合物 5，酢酸エチル可溶部から化合物

6を単離した。また，カイコ吉15の酢酸エチル可溶部から化合物 6から 8を単離した。

各種の機器分析により， 5から 8をcordycerebrosideA， cordycepin， 3' -deoxyinosine， 

eyclo(L-Pro-LcAsn)と同定した。 6 と 7を癌制11胞 (A549，PANC-l， MCF-7)に対す

る細胞毒性試験に供した。 6と 7は PANC-l とMCF-7に対して濃度依存的に毒性

を示し， A549細胞に対すしては 6は濃度依存的に毒性を示し， 7は弱い細胞毒

性を示した。 5から 7をレタスに対する成長調節活性試験に供した。その結果， 6は

1μmol/paperと100μmol/paperでレタスの根と腔軸の伸長を有意に阻害した。 7は l

μmol/paperと100μmol/paperで禄の伸長を有意に阻害した。5は活性を示さなかった。

以上のように，その内容は極めて新規性に富んでいた。上記を踏まえ，本論文は，

博士(農学)の学位論文に相応しいものと認められる。


